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長沼家

斎藤家

系図

セン 明治元年4月2OH生

||昭和24年10月22H没 (82歳）

今朝 吉文 久2年3月3日生
大正7年5月9日没 (57歳）

ー（長女）チェ（智嵐子） 明治19年5月20日生
II 昭和13年10月5日没 (53歳）

高村光太鰈 明治16年3月13日生
昭和31年4月2H没 (74歳）

← （次女）セキ明治21年2月1H生

II 大正4年渡米

←[9王9日(30歳）春子大正3年4月17日生
前林一男 大正13年7月「長沼セン養女」

ー：養子い□］よ麿掌塁：5）月1日生

7月離縁 宮崎稔 はるみ昭和24年6月26日生

明治34年8月12日生
昭和28年4月27日没 (52歳）

I- (4女）ヨシ明治28年1月16日生

II 大正6年6月12H結婚
昭和2年5月没 (29歳）

関本雄助（支配人）

1- （長男）啓助明治30年10月4B生

|上竺竺竺［芦り芦霜）2月14日生

新井あき 美恵子昭和6年2月生

I- (5女）セッ明治34年6月18日生
昭和3年6月に結婚

ロば贔賢昭 ば寄8月15日生
齋藤新吉 ll 平成8年12月13日没 (68歳）

明治32年生 高橋信子

昭和46年1月 昭和12年7月20日生
21B没 (73歳）

汀子霊3357]盟77開］
俊江 昭和45年2月278生一花恋エリーナ

I- (6女）チヨ明治37年9月3H生 平成7年7月28H生

大正8年11月2H没 (16歳）

'-（次男）修二 明治40年2月17日生
昭和52年10月没 (71歳）
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まの、 り 四ぁ和が＇ 農
す゜ 特 は 字百活な 志 作り包ふ

嗅字た臼を
決原代の flJ し

め稿し文 号
て用ま合 一

会長 ま二ん 8 土‘

でに見sか 叫珀｝ 誌
決拐こ ！ ー
ぬ渡、枚

し

『

智

恵

子

抄

』

、

そ

の

後

ょ

っ

た

と

い

う

。

九

年

五

月

七

日

に

は

こ

の

別

荘

の

一

一

人

息

子

の

俊

太

郎

は

、

二

十

一

一

年

三

月

に

成

東

中

S智
恵

子

の

実

家

「

長

沼

家

」

室

に

病

気

療

養

の

た

め

、

智

恵

子

が

転

地

し

、

十

二

学

校

（

県

立

成

東

高

校

）

を

卒

業

し

た

後

、

「

斎

藤

製

月

二

十

日

ま

で

滞

在

し

た

。

東

京

の

光

太

郎

の

ア

ト

作

所

」

を

立

ち

上

げ

、

人

形

づ

く

り

を

始

め

、

そ

の

多

本

保

リ

エ

に

戻

っ

た

智

恵

子

は

、

精

神

異

常

が

さ

ら

に

進

く

を

海

外

に

輸

出

し

、

従

業

員

を

四

十

人

余

り

を

雇

い

、

行

し

、

南

品

川

の

ゼ

ー

ム

ス

坂

病

院

に

入

院

し

た

が

、

順

調

な

売

り

上

げ

を

示

し

、

羽

振

り

も

よ

か

っ

た

。

そ

昭

和

四

年

に

高

村

光

太

郎

の

妻

、

智

恵

子

の

実

家

、

十

三

年

十

月

五

日

に

光

太

郎

に

見

守

ら

れ

な

が

ら

五

の

後

、

二

十

四

年

十

月

―

―

十

二

日

に

セ

ン

が

こ

の

片

貝

長

沼

家

が

破

産

、

一

家

は

離

散

し

、

母

の

セ

ン

と

養

女

十

一

二

年

の

生

涯

を

終

え

た

。

町

の

斎

藤

宅

で

亡

く

な

っ

た

（

八

十

一

一

歳

）

。

こ

れ

に

よ

の

春

子

(

『

-

女

ミ

ツ

の

子

）

と

共

に

五

女

セ

ツ

の

嫁

ぎ

長

男

啓

助

は

、

六

年

一

一

月

に

福

島

市

の

新

井

あ

き

り

、

長

沼

家

を

引

き

継

ぐ

者

が

い

な

く

な

り

、

斎

藤

新

先

の

新

潟

市

斎

藤

新

吉

（

銀

行

員

）

宅

に

同

居

し

た

。

と

―

―

一

度

目

の

結

婚

を

し

た

が

、

家

を

空

け

る

啓

助

に

吉

宅

で

長

沼

家

の

位

牌

や

写

真

な

ど

を

守

っ

て

い

る

。

こ

の

長

沼

家

は

、

智

恵

子

の

父

、

今

朝

吉

（

け

さ

見

切

り

を

つ

け

、

七

年

九

月

に

失

踪

し

た

。

一

人

に

三

十

六

年

か

ら

九

十

九

里

町

で

は

白

涛

俳

句

会

が

中

心

き

ち

）

が

「

仕

事

一

筋

」

で

郡

内

一

の

酒

造

屋

（

屋

な

っ

た

啓

助

は

L
京

し

、

職

探

し

に

明

け

暮

れ

、

経

と

な

り

、

「

智

恵

子

抄

詩

碑

」

建

立

運

動

が

展

開

さ

れ

、

号

「

米

屋

」

）

に

築

き

上

げ

た

。

し

か

し

、

大

正

七

年

済

的

に

困

窮

し

て

栄

養

失

調

か

ら

病

み

、

十

年

十

月

僅

か

三

ヶ

月

足

ら

ず

で

真

亀

海

岸

に

建

て

ら

れ

た

が

、

五

月

に

今

朝

吉

が

五

十

七

歳

で

亡

く

な

り

、

長

男

の

に

母

セ

ン

と

次

男

修

二

が

住

む

三

軒

茶

屋

の

借

家

で

こ

の

運

動

に

積

極

的

に

協

力

し

た

新

吉

も

、

四

十

六

年

啓

助

が

跡

を

継

ぐ

が

、

苦

労

を

知

ら

な

い

お

坊

っ

ち

ゃ

倒

れ

、

息

を

引

き

取

っ

た

（

三

十

九

歳

）

。

因

み

に

次

一

月

一

一

十

一

日

こ

亡

く

な

っ

た

（

七

十

一

二

歳

）

。

ん

は

、

家

業

の

事

は

母

セ

ン

や

四

女

ヨ

シ

の

夫

、

関

本

男

修

二

は

そ

の

後

、

家

を

出

て

、

行

方

不

明

と

な

り

、

六

十

一

年

こ

製

作

所

で

作

っ

た

人

形

が

不

良

品

と

い

雄

助

に

任

せ

て

豪

遊

の

日

々

を

送

り

、

そ

の

費

用

を

長

五

十

二

年

十

月

に

山

谷

で

遺

体

が

発

見

さ

れ

た

（

七

う

こ

と

で

大

量

に

返

品

さ

れ

る

事

態

が

起

こ

り

、

資

金

沼

家

に

請

求

さ

せ

た

と

い

う

。

ま

た

、

母

の

セ

ン

も

人

十

一

歳

）

。

繰

り

が

苦

し

く

な

り

、

一

家

は

突

如

、

片

貝

町

か

ら

千

力

車

で

一

一

本

松

町

の

知

名

人

宅

に

出

入

り

し

、

白

紙

「

田

村

別

荘

」

に

住

む

斎

藤

一

家

と

母

セ

ン

は

、

葉

市

今

井

町

に

転

居

し

た

。

そ

の

後

、

大

森

町

に

移

り

、

の

委

任

状

に

捺

印

を

さ

せ

ら

れ

た

り

、

支

配

人

の

関

本

十

二

年

の

始

め

頃

に

別

荘

の

持

主

の

田

村

豊

造

か

ら

、

俊

太

郎

は

「

玩

具

店

」

を

再

建

す

る

た

め

に

奮

起

し

た

の

親

籍

の

者

が

二

本

松

町

で

高

利

貸

を

し

、

そ

の

資

金

別

荘

売

却

の

た

め

、

立

ち

退

き

を

求

め

ら

れ

、

同

年

力

平

成

八

年

十

二

月

十

三

日

に

逝

去

し

た

（

六

十

八

の

出

所

は

長

沼

家

で

あ

っ

た

と

い

い

、

こ

れ

ら

が

破

産

三

月

に

岡

の

方

に

約

四

百

m離れた
元

料

理

屋

「

真

歳

）

。

残

さ

れ

た

妻

信

子

（

大

網

白

里

市

北

今

泉

出

身

）

の
要
因
で
あ
っ
た
。
五
年
に
は
新
吉
が
銀
行
で
事
件
を
砂
亭
」
に
転
居
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
真
砂
亭
も
老
や
子
の
ち
え
子
・
新
一
・
俊
江
•
そ
の
子
の
花
恋
エ
リ

起

こ

し

た

た

め

、

母

セ

ン

や

春

子

、

妻

の

セ

ツ

は

世

間

朽

化

し

て

お

り

、

二

十

年

始

め

に

取

り

壊

し

の

た

め

、

ー

ナ

は

花

輪

町

、

辺

田

（

へ

た

）

町

な

ど

を

転

々

と

し

、

体

も

あ

り

、

身

を

隠

す

た

め

に

上

京

し

た

。

明

け

渡

し

を

求

め

ら

れ

、

近

く

の

中

村

宅

に

移

っ

た

現

在

、

千

葉

市

緑

区

鎌

取

町

の

二

戸

建

て

の

自

宅

で

暮

六

年

六

月

に

新

吉

は

千

葉

で

生

活

し

、

こ

こ

で

真

亀

が

、

八

畳

一

部

屋

し

か

借

り

ら

れ

ず

、

セ

ン

は

隣

の

ら

し

て

い

る

。

信

子

さ

ん

は

、

「

借

家

を

転

々

と

し

た

が

、

納

屋

に

あ

る

桜

井

酒

造

の

元

番

頭

と

知

り

合

い

、

意

気

内

山

宅

の

部

屋

に

寝

泊

り

し

た

。

そ

し

て

、

同

年

八

み

ん

な

が

働

き

、

お

金

を

出

し

合

っ

て

こ

の

家

を

手

に

入

投

合

し

た

。

八

年

に

新

吉

た

ち

が

真

亀

納

屋

の

「

田

月

に

は

斎

藤

一

家

と

セ

ン

は

片

貝

町

西

之

下

に

転

居

れ

、

今

は

静

か

に

落

ち

着

い

た

日

々

を

送

っ

て

い

る

」

と

。

村

別

荘

」

に

転

居

し

た

の

は

、

こ

の

元

番

頭

の

斡

旋

に

し

た

。

そ

し

て

、

信

子

さ

ん

の

自

慢

は

、

孫

で

バ

レ

リ

ー

ナ

の

花

恋

エ

リ

ー

ナ

さ

ん

と

い

う

。（

本

稿

は

平

成

2

8年

1

1月
の

例

会

の

折

の

講

演

を

ま

と

め

た

も

の

で

す

）

の
所
在

弘

文



に
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

紫
陽
訓
練
所
に
お
け
る
楽
土
建
設
の
理
想
の
も
と
で
、

三
年
間
の
厳
し
い
訓
練
を
修
了
し
、
十
九
年
（
1
9
4
4
)

六
月
、
念
願
の
「
龍
江
（
り
ゅ
う
こ
う
）
省
林
旬
（
り

+

―

一

月

五

日

ん

て

ん

）

王

大

帽

子

の

霞

城

義

勇

開

拓

団

」

と

し

て

入

（

晴

）

、

朝

日

と

私

、

長

岡

は

、

戦

後

、

七

十

年

も

過

ぎ

ま

し

た

が

、

植

。

待

望

の

農

業

が

出

来

る

こ

と

に

感

激

と

未

来

の

望

共

に

寝

床

を

出

、

私

の

体

験

の

記

録

を

書

き

留

め

た

く

、

筆

を

と

り

ま

み

を

掛

け

て

、

大

農

家

と

し

て

喜

び

を

胸

に

！

朝

食

を

喰

い

、

昔

し

た

。

し

か

し

、

悲

運

に

も

国

境

に

近

い

同

地

は

、

一

転

し

の

乙

女

の

浦

姫

を

昭

和

十

三

年

（

1
9
3
8
)
頃
に
は
山
形
県
も
国
の
て
戦
場
と
な
り
、
苦
難
の
ど
ん
底
に
落
と
さ
れ
、
愛
す

誘

い

、

他

の

も

う

方

針

に

沿

っ

て

、

満

州

開

拓

の

為

に

、

「

満

豪

開

拓

青

る

同

胞

の

友

を

失

い

、

あ

る

い

は

病

に

倒

れ

て

九

死

に

一

二

人

、

こ

の

方

々

少

年

義

勇

軍

」

の

送

り

出

し

に

全

力

を

上

げ

て

取

り

生

を

得

て

祖

国

に

引

き

揚

げ

ざ

る

を

得

な

か

っ

た

こ

と

も

昔

の

太

郎

と

姫

組

ん

だ

の

で

あ

り

ま

す

。

は

、

国

運

の

赴

く

と

こ

ろ

と

は

い

え

、

誠

に

胸

の

痛

む

と

共

に

、

「

シ

ル

私

は

、

異

国

の

地

に

渡

り

、

楽

士

建

設

の

理

想

に

思

い

で

あ

り

、

残

念

で

な

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

バ
ー
つ
く
も
4
人

燃

え

、

明

る

い

希

望

と

夢

を

抱

き

、

親

兄

弟

の

承

諾

（

注

）

二

十

年

八

月

八

日

未

明

、

ソ

連

の

参

戦

と

と

も

に

組

」

と

称

し

て

、

を

得

て

、

十

五

年

(
1
9
4
0
)
、
村
の
役
場
に
出
向
い
満
蒙
開
拓
移
民
は
ソ
連
と
の
国
境
に
放
置
さ
れ
、
「
楯
」

カ

ー

ナ

ビ

付

き

の

て

手

続

き

を

済

ま

し

、

応

募

し

ま

し

た

。

こ

の

時

、

と

さ

れ

、

悲

惨

な

状

態

に

陥

っ

た

。

そ

の

数

は

移

民

車

に

て

旅

立

つ

。

私

は

尋

常

高

等

小

学

校

を

卒

業

し

た

ば

か

り

の

少

年

団

が

約

2

7

万

人

、

う

ち

約

7

ガ

8
5
0
0
が
死
亡
。

一
宮
、
睦
沢
、
大
多
喜
を
過
ぎ
、
上
総
中
野
駅
に
で
、
「
矢
作
中
隊
」
に
編
入
し
、
二
五
三
名
の
少
年
関
東
軍
は
事
前
に
ソ
連
参
戦
を
見
越
し
、
い
ち
早
く

て
、
箱
庭
の
よ
う
な
駅
舎
に
立
ち
寄
る
。
か
っ
て
の
九
と
共
に
、
本
格
的
に
「
茨
城
県
内
原
（
う
ち
は
ら
）
総
司
令
部
を
新
京
か
ら
朝
鮮
国
境
に
近
い
通
化
に
移

報
十
九
里
鉄
道
の
上
総
片
貝
駅
の
駅
舎
の
思
い
が
脳
裡
に
訓
練
所
」
で
の
ニ
ヶ
月
間
の
基
礎
訓
練
を
受
け
ま
し
し
、
移
民
を
含
む
在
留
邦
人
を
置
き
去
り
に
し
た
。

浮

か

ぶ

。

た

。

そ

の

頃

、

私

は

、

繰

上

げ

で

、

十

八

歳

に

し

て

「

徴

会
太
郎
の
案
内
、
と
い
う
よ
り
も
カ
ー
ナ
ビ
の
指
示
に
（
注
）
昭
和
十
一
一
年
の
日
中
戦
争
以
後
、
政
府
は
成
人
兵
検
査
」
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
「
甲
種
合
格
」
の

従
い
、
国
道
4
6
5
号
を
外
れ
、
県
道
3
2
号
を
走
る
。
の
満
州
移
民
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
、
数
え
年
十
判
定
を
受
け
、
何
時
、
徴
兵
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
、

会
養
老
渓
谷
、
亀
山
湖
を
通
ら
ず
、
久
留
里
を
回
り
、
六
歳

S
十
九
歳
の
少
年
を
訓
練
し
、
「
義
勇
軍
」
不
安
な
心
境
で
し
た
。

究
山
頂
に
見
え
る
久
留
里
城
を
見
な
が
ら
県
道
2
4
口
空
の
と
し
て
「
満
州
国
」
に
入
植
さ
せ
た
。
入
隊
先
は
、
ソ
連
国
境
の
近
く
の
部
隊
で
、
「
東
満
総

妍
久
留
里
街
道
を
走
る
こ
と
約
三
時
間
、
清
水
渓
谷
の
そ
の
後
、
十
六
年

(
1
9
4
1
)

三
月
十
五
日
に
実
省
緩
陽
8
6
8
菊
部
隊
」
で
、
初
年
兵
と
し
て
ラ
ッ
パ
に

士
亀
岩
の
洞
窟
に
、
思
い
恋
が
れ
て
い
た
「
濃
溝
（
の
う
家
で
あ
る
山
形
の
両
親
を
残
し
て
、
仲
間
と
同
じ
心
起
こ
さ
れ
て
の
毎
日
が
続
き
、
ま
る
で
戦
場
同
様
の
訓

郷
み
ぞ
）
の
滝
」
へ
の
駐
車
場
に
辿
り
着
く
。
境
で
新
天
地
に
未
来
を
託
し
て
満
州
行
き
の
船
に
乗
練
で
し
た
。
私
は
、
い
つ
も
軽
機
関
銃
を
持
っ
て
の
射
撃

里
こ
ん
な
山
奥
、
房
総
の
チ
ベ
ッ
ト
（
へ
そ
）
に
、
何
り
ま
し
た
。
下
関
か
ら
出
航
し
、
釜
山
経
由
で
牡
丹
訓
練
が
得
意
と
さ
れ
、
そ
の
特
訓
を
受
け
る
毎
日
で
し

九
と
他
県
、
他
地
方
の
ナ
ン
バ
ー
を
付
け
た
数
多
く
の
バ
江
（
ぼ
た
ん
こ
う
）
省
緩
陽
（
す
い
よ
う
）
県
所
在
た
。
ま
た
、
飼
育
係
と
し
て
馬
一
頭
を
任
さ
れ
、
乗
馬

十
ス
が
乗
り
付
け
、
か
っ
て
の
ヤ
ン
グ
達
が
手
を
取
り
、
の
「
満
鉄
紫
陽
訓
練
所
」
に
入
所
し
た
の
で
す
。
訓
練
も
、
乗
っ
て
は
走
り
、
走
っ
て
は
乗
り
の
激
し
い
訓

九
声
を
掛
け
合
い
、
か
る
鴨
の
如
く
、
夢
殿
へ
と
進
む
。
私
達
少
年
は
、
た
だ
祖
国
の
繁
栄
を
祈
り
な
が
ら
、
練
が
続
き
、
そ
の
内
に
馬
に
対
す
る
愛
情
が
沸
き
、
激

渓
流
の
せ
せ
ら
ぎ
と
周
囲
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
歓
喜
と
、
新
天
地
を
開
拓
し
、
子
々
孫
々
ま
で
永
住
で
き
る
開
し
い
訓
練
の
中
で
も
耐
え
ら
れ
る
毎
日
で
し
た
。

カ
メ
ラ
撮
り
が
ひ
し
め
く
。
よ
う
や
く
「
濃
溝
の
滝
」
拓
村
を
造
る
こ
と
こ
そ
、
国
難
を
切
り
開
き
、
祖
国
そ
の
頃
、
古
兵
は
、
派
遣
命
令
で
南
洋
に
送
ら
れ
ま

に
着
く
。
私
こ
と
、
つ
く
も
浦
太
郎
、
姫
達
も
滝
壷
の
を
救
う
道
だ
と
信
じ
、
各
作
業
場
ご
と
に
一
心
不
乱
し
た
が
、
そ
の
姿
を
見
て
、
大
東
亜
戦
争
で
熾
烈
を
極

清

流

の

中

へ

と

進

み

、

カ

メ

ラ

に

納

ま

っ

た

。

写

真

に

め

、

日

本

軍

の

南

方

に

お

け

る

戦

局

は

悪

化

し

、

今

ま

見
た
「
濃
溝
の
滝
」
に
、
疑
い
も
な
く
感
動
、
感
動
！
魚
見
塚
を
後
に
し
て
、
小
松
原
山
鏡
忍
寺
に
。
日
で
精
鋭
を
誇
っ
て
い
た
関
東
軍
の
主
力
は
、
南
方
に
移

B

亀
岩
の
洞
窟
を
後
に
、
谷
（
や
つ
）
の
中
に
造
ら
れ
蓮
が
襲
撃
を
受
け
、
難
を
逃
れ
た
と
き
の
大
き
な
槙
。
動
し
た
と
の
情
報
を
耳
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
ま

5

た
木
道
を
渡
り
、
現
世
へ
と
戻
る
。
つ
か
の
ま
の
約
四
樹
齢
千
年
以
上
と
い
う
立
派
な
老
木
。
祖
師
堂
の
欄
た
、
ソ
連
軍
が
満
州
に
越
境
し
始
め
、
戦
争
が
始
ま
っ

l

十

分

で

あ

っ

た

。

間

に

は

波

の

伊

八

作

の

七

福

神

の

彫

刻

三

面

が

あ

る

。

た

事

を

知

り

ま

し

た

。

（

続

く

）

月

再

び

県

道

2
4
号
と
鴨
川
有
料
道
路
を
南
下
し
、
次
は
勝
浦
に
も
あ
る
高
台
（
八
幡
岬
）
に
立
つ
徳
（
注
）
ソ
連
軍
の
進
軍
に
よ
り
、
移
民
団
は
直
接
ソ
連
軍

4
 

鴨
川
へ
。
波
の
伊
八
で
有
名
な
武
志
家
の
屋
敷
跡
（
現
川
家
康
の
愛
妾
、
お
万
の
方
（
養
珠
院
）
に
会
い
に
の
戦
車
と
銃
火
に
さ
ら
さ
れ
、
さ
ら
に
中
国
東
北
部

年，
在
、
墓
地
と
化
す
）
を
参
詣
。
そ
ろ
そ
ろ
昼
食
時
（
予
岬
ま
で
細
い
道
を
た
ど
る
。
十
七
歳
の
乙
女
の
像
。
の
人
た
ち
か
ら
激
し
い
敵
意
を
受
け
。
過
酷
な
逃
避

2

定
の
時
刻
）
。
”
藤
よ
し
”
の
鯛
や
イ
カ
、
マ
グ
ロ
、
エ
美
人
で
あ
っ
た
と
い
い
、
七
十
七
歳
ま
で
の
長
命
で
あ
行
が
始
ま
っ
た
（
長
岡
氏
11
本
町
中
里
在
住
）
。

成

ビ

な

ど

の

海

鮮

丼

。

満

腹

、

満

足

！

っ

た

と

い

う

。

平
食
事
も
済
み
、
鴨
川
岬
の
高
台
に
仔
む
「
女
神
像
」
。
勝
浦
を
最
後
に
九
十
九
里
町
に
向
か
い
、
”
い
さ
り

＞
か
っ
て
は
こ
の
高
台
よ
り
沖
の
魚
影
を
見
張
り
、
知
ら
び
”
に
て
反
省
会
。
今
日
の
夢
路
が
徐
々
に
醒
め
る
。

3

せ
た
と
い
う
「
魚
見
（
う
お
み
）
塚
」
。
眼
下
に
は
遠
運
転
と
案
内
の
亀
に
感
謝
！

く
く
に
「
仁
右
衛
門
島
」
を
望
む
こ
と
が
出
来
た
。
（
九
十
九
（
つ
く
も
）

第4号

濃

浦
太
郎
の
後
書
き
）

こ
の
長
岡
氏
の
「
戦
記
物
語
」
は
2
S
3
回
に
分
け
て

掲
載
し
ま
す
。
本
文
の
中
の
（
注
）
は
、
「
戦
記
物

語
」
に
関
連
す
る
事
項
を
本
会
編
集
委
員
会
に
て
記
述

し

と

も

｀

。

ロ

・

溝 の 滝 浦太郎直

村

松

英

今
話
題
の

「
濃
溝
の
滝
」

ヘ

戦
記
物
語
（
一
）

満
豪
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
と
し
て

長

岡

真

雄
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＾
お
知
ら
せ
＆

お
礼
＞

古
川
寛
氏
よ
り
叔

父
の
厚
氏
著
『
あ

そ
び
の
記
』
の
本

会
で
の
売
上
金
を

寄
付
し
て
頂
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

有
効
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

町
文
化
祭
に
参
加

郷
土
研
／
活
動
記
録

i
本
会
は
、
ほ
ぽ
毎
月
、
第
三
土
曜

H
に
中
央
公
民
館
一

i
を
会
場
と
し
て
「
例
会
」
を
開
い
て
い
ま
す
。
i

.
土
C
匿
攣
・
厩
僣
・
文
化
な
と
書

ご
一
繕
に
零
び
鬱
位
ん
か
？

会

員

募

集

•
7

月
1
4

日
北
総
研
修
の
下
見

•
1
5

日
例
会
資
料
印
刷
・
準
備

1
6
日

7
月
例
会
／
会
員
発
表

・
九
十
九
里
鉄
道
の
思
い
出
古
川
長
子

・

同

よ

も

や

ま

話

村

松

英

一

•
8

月
の
例
会
は
休
会

.

1

8

日
北
総
研
修
の
資
料
印
刷
・
準
備

•
9

月

1
7

日
北
総
探
訪
会
（
町
バ
ス
に
て
）

解

説

齊

藤

功

染

谷

佳

子

.
1
0
月
1
0
日

1
0
月
例
会
の
資
料
印
刷
・
準
備

1
5
日

1
0
月
例
会
／
会
員
発
表

・
戦
中
戦
後
、
わ
た
し
の
物
語

内
山
い
つ

・
中
西
―
―
一
郎
氏
の
娘
の
戦
後
日
記

齊

藤

功

・
『
郷
土
研
通
信
』
第
3
号
発
刊
（
l
1
月
1
9
H
付）

事
寵
員

B
鯰

新
年
会
（
親
睦
交
流
会
）
開
催

記
／
村
松
英
一

平
成
2
9
年
1
月
2
1
日
に
新
年
会
（
親
睦
交
流

会
）
を
よ
し
乃
寿
司
に
て
開
催
し
た
。
新
年
に
当
た

平
成

2

8
年
1

1
月
1
日
S

3
日
の
九
十
九
里
町
り
、
町
の
他
団
体
の
新
年
会
と
重
な
り
、
昨
年
度
よ

文

化

祭

に

参

加

し

た

。

り

も

参

加

者

が

少

な

か

っ

た

。

テ
ー
マ
を
ヨ
オ
ー
知
っ
て
か
い
！
こ
ん
な
人
」
会
は
、
少
な
い
な
り
に
盛
り
上
が
り
、
飲
み
な
が

と
し
、
九
十
九
里
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
を
取
り
上
ら
、
食
べ
な
が
ら
、
参
加
者
一
人
一
人
か
ら
新
年
の

げ
、
顧
問
・
役
員
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
を
分
担
し
、
作
成
・
抱
負
・
会
の
活
動
（
運
動
）
に
つ
い
て
、
語
っ
て
頂
い

展
示
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
当
日
の
当
番
も
、
役
員
た
。
会
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
ま
次
の
通
り
て
す
。

の

他

、

会

員

の

協

力

も

得

た

。

・

九

十

九

里

町

に

は

歴

史

・

観

光

的

材

料

が

多

数

あ

な
お
、

3
日
間
の
本
会
の
展
示
物
へ
の
参
観
者
は
、
る
が
、
世
間
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の

例

年

よ

り

も

多

か

っ

た

。

原

因

・

対

応

に

つ

い

て

を

本

会

の

課

題

と

し

て

取

①

伊

能

忠

敬

と

飯

高

惣

兵

衛

り

組

み

を

検

討

し

た

い

。

『
直
言
状
』
と
解
説
•
町
内
の
歴
史
・
観
光
的
材
料
を
先
輩
や
知
識
者
の

②

勝

海

舟

と

九

十

九

里

協

力

を

得

て

取

り

組

み

た

い

。

③

高

村

光

太

郎

・

智

恵

子

・

九

十

九

里

町

の

歴

史

や

文

化

に

関

わ

り

や

繋

が

り

『

智

恵

子

抄

』

と

九

十

九

里

浜

を

持

つ

方

が

多

く

い

ら

っ

し

ゃ

る

の

で

、

そ

の

方

々

④
中
西
月
華
・
徳
冨
磁
花
と
九
十
九
里
の
観
光
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

報
⑤
万
祝
、
智
恵
子
の
羽
織
の
展
示

⑥
郷
士
研
究
会
の
あ
ゆ
み

会
・
ア
ン
ケ
ー
ト
依
頻

A
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
＞

会
・
全
体
的
に
は
よ
か
っ
た
。

究
・
配
布
資
料
が
嬉
し
か
っ
た
。

研
・
光
太
郎
・
智
恵
子
の
年
譜
も
欲
し
か
っ
た
。

土
・
展
ホ
物
も
細
か
く
作
成
さ
れ
て
い
た
。
感
謝
！

郷
・
興
味
あ
る
展
示
が
多
か
っ
た
。

里
・
史
跡
散
策
は
会
員
以
外
に
も
声
を
掛
け
て
ほ
し
い
。

九

・

課

題

を

縛

っ

た

い

認

詞

晶

嬬

、
~
、
→

O

し
カ

・
郷
上
研
究
会
の

あ
る
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
。

•
1
0

月
3
0
S
3
1

日
文
化
祭
展
示
な
ど
準
備

.
1
1
月
1
S
3
日
九
十
九
町
文
化
祭

1
4
日
史
跡
散
策
の
資
料
印
刷
・
準
備

1
9
日
史
跡
散
策
（
東
金
編
）

案
内
村
松
英
一

2
1
日

1
2
月
例
絵
コ
の
資
料
印
刷
・
準
備

•
1
2

月
5

日
史
跡
散
策
（
津
・
鴨
川
）

案

内

本

保

弘

文

.

1

7

日

1
2
月

例

会

講

演

「
智
恵
子
の
実
家
、
そ
の
後
を
探
る
」

本
保
弘
文

•
平
成
2
9

年
1

月
1
7

日
新
年
会
の
準
備

2
1
日
新
年
会
（
よ
し
乃
寿
司
）

2

5
日

2
月
例
会
の
内
容
・
会
場

な
ど
の
通
知
文
の
印
刷
と

配
布

•
2

月
1
8

日

2

月
例
会
「
関
寛
斎
生
誕
記
念
講

演
会
」
（
東
金
文
化
会
館
）
参
加

.
3
月
1
3
日
役
員
会
の
資
料
印
刷
・
準
備

・

1

8

日
役
員
会
（
次
年
度
計
画
＆
総
会
準
備
）

・
『
郷
土
研
通
信
』
第
4
号
発
刊

(
4
月
1
5
日
付
）

＿
＿
事
寵

9
ほ
り
―
―
＿
＿

•
本
会
報
の
第
5

号
は
6

月
発
刊
予
定
。
投
稿
は
5

月

中
に
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
来
年
度
、
会
誌
『
伊
和
志
』
の
第
2
号
の
発
刊
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
全
員
投
稿
、
ご
準
備
を
！

あ

と

が

さ

こ
の
と
こ
ろ
、
大
統
領
が
替
わ
り
「
自
由
と
民
主
主
義

の
国
」
米
国
が
揺
ら
い
で
い
ま
す
。
国
内
で
は
福
島
原

発
事
故
で
避
難
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
避
難
先
で
、

「
放
射
能
が
う
つ
る
」
と
か
、
「
賠
償
金
が
あ
る
だ
ろ

う
」
な
ど
と
小
学
生
数
人
の
児
童
か
ら
約
1
5
0
万
円

を
「
お
ご
り
」
と
い
う
名
目
で
奪
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
委
員
会
は
「
い
じ
め
認
定
は

困
難
」
と
し
た
。
い
っ
た
い
教
育
委
員
会
は
ど
ん
な
感

覚
を
し
て
い
る
の
か
？
・
「
い
じ
め
」
で
は
な
い
の
な
ら
ば

「
恐
喝
」
と
い
う
犯
罪
で
、
告
訴
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
！
国
際
会
議
で
「
福
島
原
発
は
完
全
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
さ
れ
て
い
る
」
と
お
お
見
栄
を
切
っ
た
首
相
か
ら

の
声
は
聞
こ
え
な
い
。
昨
今
の
福
島
原
発
で
は
汚
染
水

が
増
え
続
け
、
近
く
に
人
が
い
れ
ば
ほ
ぼ
即
死
す
る
よ

う
な
放
射
線
量
を
推
計
し
て
も
、
何
ら
語
ろ
う
と
し
な

い
。
尾
っ
ぽ
を
振
っ
て
米
国
に
行
く
よ
り
も
、
や
る
べ
き

こ
と
が
国
内
に
多
々
あ
る
の
で
は
？
（
本
保
）


